
関
野
議
員
は

市
民
ホ
ー
ル
建

設
に
つ
い
て
質

問
。
（
仮
）
城

下
町
ホ
ー
ル
の

見
直
し
を
し
て
、

市
民
ホ
ー
ル
建
設
に
取
り
く
ん
で
い
る
が
、
計

画
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
現
状
と
今

後
の
課
題
は
ど
う
か
。

【
市
長
】

平
成
23
年
３
月
に
市
民
ホ
ー
ル
基

本
構
想
を
策
定
し
た
。
現
在
施
設
の
内
容
や
規

模
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。
拡

張
用
地
は
14
件
の
用
地
の
う
ち
、
６
件
の
用
地

を
取
得
し
、
１
件
を
契
約
し
た
。
建
設
事
業
費

は
、
防
災
面
や
安
全
性
、
劇
場
の
質
を

確
保
し
低
減
を
図
り
た
い
。

断
層
調
査
は
ど
こ
ま
で
進
み
、
何
が
解
明
さ

れ
た
か
。
津
波
も
含
め
調
査
を
進
め
る
。

【
市
長
】

平
成
21
年
６
月
に
文
科
省
の
発
表

し
た
も
の
で
、
神
縄
・
国
府

津
━
松
田
断
層
の
１
回
の
ず

れ
の
量
は
３
ｍ
程
度
、
平
均

活
動
時
期
は
、
12
世
紀
以
後

か
ら
14
世
紀
前
半
以
前
を
推

定
。
津
波
は
１
７
０
３
年
の

元
禄
地
震
の
際
、
小
田
原
で

は
５
ｍ
の
高
さ
と
さ
れ
る
。

足
柄
茶
の
放
射
能
汚
染
に
対
す
る
被
害
請
求

の
継
続
を
求
め
る
。

【
市
長
】

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
東
京
電
力
に
対

し
放
射
能
被
害
請
求
を
行
っ
て
い
る
。
茶
農
家

に
第
一
次
お
よ
び
第
２
次
損
害
賠
償
請
求
金
の

半
額
が
仮
払
い
さ
れ
て
お
り
、
順
次
支
払
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、
製
茶
工
場
に
つ
い

て
も
対
応
し
て
い
く
。

市
立
病
院
は
平
成
22
年
度
７
億
円
の
黒
字
と

な
っ
た
こ
と
を
ど
の
様
に
評
価
す
る
か
。
医
師

宿
日
直
手
当
過
払
い
問
題
の
解
決
方
向
に
万
全

の
体
制
を
も
っ
て
解
決
を
は
か
る
べ
き
と
質
問

し
た
。

原
田
議
員
は
、

小
田
原
市
自
治

基
本
条
例
に
お

い
て
、
市
民
に

対
し
「
努
め
る

こ
と
と
す
る
」

と
の
表
現
は
、
市
民
に
義
務
を
負
わ
せ
る
印
象

を
与
え
る
。
市
民
の
自
治
へ
の
参
加
は
自
発
的

意
志
に
依
る
べ
き
だ
。
ま
た
「
憲
法
と
地
方
自

治
法
の
遵
守
」
や
市
民
の
権
利
の
保
障
を
明
記

す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

次
に
、
県
内
19
市
中
６
番
目
（
予

算
ベ
ー
ス
）
に
高
い
国
保
料
を
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や
し

引
き
下
げ
、
国
保
法
第
四
十
四
条
を

活
用
し
低
所
得
者
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
減

免
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

次
に
、
急
増
し
て
い
る
精
神
障
が
い
は
、
障

が
い
者
自
立
支
援
法
で
は
身
体
、
知
的
と
平
等

に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助

成
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。
精
神
障
が
い

者
の
多
く
は
高
齢
の
親
と
少
な
い
年
金
で
暮
ら

し
て
お
り
、
重
度
障
が
い
者
医
療
費
助
成
の
対

象
に
す
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
来
年
改
定
す
る
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
、
介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
の
活
用
や
保

険
料
の
一
層
の
多
段
階
化
に
よ
る
値
上
げ
抑
制

と
、
新
た
な
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業

と
24
時
間
対
応
の
定
期
巡
回･

随
時
対
応
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

【
市
長
】

自
治
基
本
条
例
は
修
正
し
な
い
。

一
般
会
計
か
ら
国
保
へ
の
繰
り
入
れ
は
増
や
せ

な
い
。
国
保
法
第
四
十
四
条
の
活
用
は
検
討
中
。

精
神
障
が
い
者
を
重
度
障
が
い
者
医
療
費
助
成

の
対
象
に
す
る
の
は
財
政
負
担
が
大
き
く
困
難
。

介
護
保
険
料
は
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
検
討
す
る
。
24
時
間
対
応
の
定
期
巡
回･
随
時

対
応
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
取
り
組
み
た
い
。

田
中
利
恵
子

議
員
は
、
始
め

に
学
校
の
地
震
・

津
波
対
策
に
つ

い
て
質
問
。
３
・

11
大
震
災
で
被

害
が
大
き
か
っ

た
、
宮
城
県
石
巻
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ

た
体
験
を
踏
ま
え
、
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
と
、

防
災
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
調
。
く
り
返

し
訓
練
を
行
い
、
す
早
く
避
難
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
沿
岸
部
の
学

校
は
、
海
岸
か
ら
学
校
ま
で
歩
く
な
ど
、
学
校

周
辺
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
や
、
津
波
体
験

者
の
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
、
児
童
・
生
徒
に

い
ざ
と
言
う
と
き
の
判
断
力
を
養
う
こ
と
が
必

要
だ
と
提
案
し
ま
し
た
。

次
に
今
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
津
波
避
難
ビ

ル
に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
地
域
防
災
教
室

等
で
津
波
避
難
ビ
ル
に
つ
い
て

の
学
習
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
提
案
し
求
め
ま

し
た
。

最
後
に
消
防
広
域
化
は
、
国
・
県
の
押
し
付

け
で
あ
り
、
広
域
あ
り
き
に
思
え
て
な
ら
な
い

と
指
摘
。
住
民
、
現
場
で
働
く
消
防
職
員
、
消

防
団
員
の
声
を
よ
く
聞
き
取
る
べ
き
だ
と
そ
の

実
施
を
求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
消
防
署
所
に
つ

い
て
、
広
域
後
に
統
廃
合
や
適
正
配
置
を
行
い

減
ら
す
と
し
て
い
る
が
、
火
災
が
発
生
し
通
報

か
ら
放
水
開
始
ま
で
６･

５
分
以
内
、
そ
の
た
め

署
所
間
の
距
離
は
お
お
む
ね
２･

８
㎞
が
基
本
と

さ
れ
て
い
る
。
署
所
が
減
る
と
消
火
活
動
に
支

障
を
き
た
す
。
ま
た
、
高
機
能
消
防
指
令
施
設

の
設
備
等
で
、
現
場
到
着
時
間
が
短
縮
さ
れ
る

と
あ
る
が
、
他
の
市
町
か
ら
駆
け
つ
け
た
の
で

は
そ
れ
だ
け
で
も
時
間
が
か
か
る
。
ま
し
て
地

理
感
、
消
火
栓
の
位
置
等
よ
く
分
か
ら
ず
遅
れ

を
生
ず
る
な
ど
と
疑
問
点
を
取
り
あ
げ
質
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
本
市
消
防
職
員
の
人
数
は
条
例

定
数
の
２
１
８
名
に
対
し
、
今
年
４
月
１
日
時

点
で
10
名
も
不
足
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
人
員
不
足
で
は
消

防
本
来
の
使
命
で
あ
る
、
市

民
の
命
と
財
産
を
守
る
こ
と

は
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、
広

域
化
よ
り
消
防
職
員
を
増
や

す
な
ど
、
消
防
力
の
強
化
こ

そ
大
切
で
あ
る
と
し
、
消
防

広
域
化
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
迫
り
ま
し
た
。

【
市
長
】

訓
練
を
く
り
返

し
行
う
こ
と
は
必
要
。
学
校

周
辺
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
は
緊
急
時
の
災
害
避
難
に

役
立
つ
。
津
波
体
験
者
の
話

を
聞
く
こ
と
等
に
つ
い
て
は

取
り
組
ん
で
い
く
。
防
災
教

室
等
で
市
民
に
周
知
し
て
い

く
。
広
く
消
防
職
員
の
意
見

等
を
把
握
す
る
取
り
組
み
な

ど
は
し
て
い
な
い
。
将
来
的

な
署
所
の
適
正
配
置
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
消
防
力
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
無
い
よ
う

部
隊
運
用
や
、
現
場
到
着
時
間
等
を
検
証
す
る
。

田中りえ子議員原田としじ議員

２０１１年１１月 １８４号

議会活動報告紙
日本共産党小田原市議団

小田原市荻窪３００番地
日本共産党小田原市議団ホームページ

http://jcpodawara.kun.jp/

関野たかし議員

神縄・国府津-松田断層



小田原市は11月２日の市議会建設経済常任委員会で、「地下街

再生（床機能配置）の方向性（案）」を提案し質疑が行われまし

た。その中で駅ペディストリアンデッキから地下街へのエスカレー

ター設置（概算１億円以上）が明らかにされ、これまでの総予算

約２３億円を加えた巨額市税等の投資となります。

それに対する収支計画（下表参照）では、営業収益として、

年間4,240万円余が見込まれます。

また事業計画として、小田原ゾーン、物販その他ゾーンなど

の区分と、その中に展開される床機能配置（左図参照）も具体

的に示されました。

今後、引き続き実施設計予算などが議会で審議されることに

なりますが、巨額投資や市がこうした事業経営を行うことにつ

いて、小田原市は市民や地元商業者に対し、納得できる説明責

任を果たすことが求められます。

来年３月末をもって廃園することになっていた独立行政法人国

立印刷局の「おおとり保育園」（酒匂）を、小田原市が引き取り

存続することが決まりました。

「おおとり保育園」の廃園が表面化したときから日本共産党小

田原市議団は一貫して市が引き継ぐよう要求してきました。市も

引き継ぐ方向で国立印刷局に申し入れ、途中国立印刷局が事業仕

分けの対象になるといった困難な状況も生まれる中で粘り強く交

渉し、実現したものです。
◇事業費

総事業費 ２億8,164万円

○平成23年度 １億900万円（県子育て支援事業市町村交付金）

・用地購入費 4,160万円

・施設取得費 6,000万円

建物、工作物(プール･手洗場)、備品(椅子 冷蔵庫 戸棚等)

・施設等改修費 740万円

乳児室等改修、児童送迎用駐車場整備

○平成24年度以降 １億7,264万円（債務負担行為設定）

◇今後の運営

民官の事業者に市が取得した土地、建物を貸し付け民間保育所

として運営。

◇取得後の定員と想定児童数
90名（0･1歳10名、２歳15名、３歳15名、４歳25名、

５歳25名）

◇募集および運営開始

10月から募集を開始。来年４月１日から運営開始。

今
年
は
中
学
校
の
教

科
書
の
採
択
年
度
で
す

が
、
全
国
的
に
注
目
さ

れ
て
い
た
中
学
校
の
歴

史
お
よ
び
公
民
の
教
科

書
に
お
い
て
、
日
本
国

憲
法
を
敵
視
し
、
侵
略

戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）

を
美
化
す
る
育
鵬
社
、

及
び
自
由
社
の
歴
史
お

よ
び
公
民
の
教
科
書
は

８
月
12
日
に
開
催
さ
れ

た
小
田
原
市
教
育
委
員

会
に
お
い
て
、
い
ず
れ

も
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相
談

担
当
弁
護
士

岡
村

三
穂

12
月
６
日
（
火
）

次
回１

月
10
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相

談
さ
れ
る
方
は
、
関
野
、

原
田
、
田
中
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

法律相談・市政・生活相談は
下記へご連絡ください

℡/Fax 住所
関野たかし ４２－０３１６ 曽我岸90

原田としじ ４８－４９３１ 南鴨宮2-24-14

田中りえ子 ３５－５３８９ 扇町1-6-2
（市役所 市議団控室 ３３ー１７８９）

Eﾒｰﾙ(代表) tanakarieko@nifty.com

おおとり保育園

９
月
議
会
で
「
権
利
の
放
棄
」
の

議
案
が
可
決
。
こ
れ
は
市
が
大
家
と

な
り
貸
付
け
て
い
る
、
根
府
川
に
あ

る
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス

パ
の
施
設
賃
料
を
、
今
年
の
４
月
～

６
月
分
を
放
棄
す
る
と
い
う
も
の
で
、

理
由
は
３
・
11
の
大
震
災
で
売
り
上

げ
が
減
に
な
っ
た
た
め
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
震
災
後
の
市
内
の
営
業
の

厳
し
さ
は
ヒ
ル
ト
ン
に
限
ら
ず
何
処

も
大
変
な
状
況
で
す
。
そ
こ
で
こ
の

議
案
に
は
日
本
共
産
党
の
３
名
の
議

員
を
含
む
他
の
議
員
が
反
対
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
反
対
理
由
は

１
、
家
賃
未
納
が
あ
る
と
ヒ
ル
ト
ン

が
銀
行
融
資
を
受
け
る
際
に
、
不
利

に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
一
企
業
と

金
融
機
関
の
交
渉
ご
と
に
振
り
回
さ

れ
優
遇
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
時

間
が
か
か
っ
て
も
家
賃
回
収
は
す
べ

き２
、
「
権
利
の
放
棄
」
の
議
案
を
提

出
す
る
に
当
た
り
、
ヒ
ル
ト
ン
の
経

営
実
態
を
不
動
産
鑑
定
士
に
調
査
依

頼
し
た
が
そ
れ
で
は
不
十
分
す
ぎ
る
。

専
門
家
の
税
理
士
、
公
認
会
計
士
等

に
依
頼
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か

３
、
議
案
審
査
す
る
に
当
た
り
、
ヒ

ル
ト
ン
の
撤
退
や
、
売
却
の
話
が
あ

る
な
ど
と
憶
測
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た

が
、
撤
退
や
売
却
と
家
賃
の
回
収
は

別
問
題
で
、
冷
静
な
る
審
査
の
妨
げ

に
な
る
と
感
じ
た
。
行
政
の
責
任
で

き
ち
ん
と
回
収
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

な
お
日
本
共
産
党
市
議
団
は
市
が

こ
の
施
設
を
購
入
す
る
際
に
、
行
政

が
ホ
テ
ル
経
営
に
手
を
出
す
べ
き
で

は
な
い
と
警
告
を
発
し
て
き
ま
し
た
。

小田原ゾーン
地元農産品等販売

ものづくり情報発信

ねりもの、丼類、惣菜、スイー

ツなど、見せる工房＋カフェ、

広場、カウンター等

物販その他ゾーン
駅周辺に不足する物販

高い集客力のパワーテナント

日常性、利便性高い物販

カルチャー飲食

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

小田原地下街

（床機能配置）

（市議会報告資料より作成）

ﾃﾅﾝﾄ売上高 売上高 1,775,125

収入(A) 営業収益 198,156

支出(B) 販売費・一般管理費 155,747

(A)-(B) 営業損益 42,409

収支計画 単位：千円


